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OKK、上場維持も業績の立て直し急務に

不適切会計が発覚したOKKは12日、2021年4～6月期の四半期報告書を関東財務局に提出した。

同日までに提出しなければ上場廃止の可能性があった。同日発表した21年4～6月期決算の最終

損益は3億円の赤字（前年同期は6億円の赤字）で、立て直しが急務だ。

OKKは東京証券取引所から、投資家に注意を促す「監理銘柄（確認中）」の指定を13日付で解除

する連絡を受けたことも発表した。21年3月期の有価証券報告書（有報）や四半期報告書の提出

遅延により、9月22日から監理銘柄に指定されていた。

不適切会計は、管理システムの不具合などで実際には存在しない在庫が帳簿上で「棚卸し資産」

として積み上がっていたことが原因だ。実際の在庫と帳簿のズレを埋めるために、担当者が加工

費や外注費を水増しして棚卸し資産を過大に計上していた。

外部有識者がまとめた調査報告書では、経営陣による意図的な隠蔽などは認められなかったも

のの「経営陣の法令順守意識の欠如が最も重大な要因の一つ」と指摘。一連の問題の責任を取

り、11月10日付で浜辺義男社長は退任する。

記事利用について

OKKの浜辺社長㊨と次期社長の森本佳秀氏（6日、兵庫県伊丹市）
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4～6月期の営業損益は3億円の赤字（前年同期は6億円の赤字）だった。国内で自動車部品向け

の工作機械が減速した。不適切会計の調査に人員が割かれ、通常の営業活動ができなかったこ

とも影響した。22年3月期の最終損益は11億円の赤字（前期は24億円の赤字）の見込みだ。
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